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会社が目指す目標設定と全員の取り組みに
よる、見えてきた会社の将来像 鹿児島県

指宿市
1971
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年
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鰹節の製造・卸売業

鹿児島県プロフェッショナル人材戦略拠点の専門家
派遣事業を通じて立山社長にお会いしたのがきっかけ
です。４か月間を通して社長が要望されているプロ
人材の要件を検証しアドバイスさせて頂きましたが、
立山社長の理解力と行動力は従業員の励みにもなり、
業績回復基調に繋がっています。学生時代は職業訓
練の重要性を学び、企業ではそれを実践できたこと
が現在の業務に役立っていると思います。利他の心
を持って更に当社に貢献したいと思っています。

長野氏には前期下期から当社に入ってもらいました。
前々期より売上高は減り深刻さが増すところでした
が、生産性改善や高付加価値商品の取り組みが製
造原価低減になり、粗利も向上し営業利益も赤字
から脱却しました。今期は更に目標を上げて全員
で取組んでいます。長野氏は月に 2 回当社工場で
の勤務ですが、当社から日々の業務報告をする等、
意思疎通を図り経営指標など作成して頂きリモー
トでも経営指導に関わってもらっています。

良い商品を一生懸命作っていればどうにかなるだろう
という私の想いには数字的根拠は全くありませんでし
た。経営を数字で管理する長野氏の手法は、目標を掲
げ目標を達成したら社員全員で喜び、達成できなかっ
た時は全員で原因を究明し、解決策を考えるもので、
個人プレーから全員プレーの意識が芽生えました。長
野氏との社員ミーティングでは、社員もいろいろな意
見を出し、一人ひとりの意識が変化していることに喜
びを感じております。

職業訓練の基礎を学び大手総合メーカー、地
元メーカーで生産管理等を経て中小企業支援

主な経歴：

代表取締役

役職名： 顧問

長野 真治 氏

年　齢： 66 歳
家族構成：妻
出身地： 還流ルート：鹿児島県 転居なし
業務遂行手段： 事務所での業務

先代の急死により事業を引き継いでからは先代の経営手法を思い出しながら事業を継続してきました。そんな
中、人手不足や新型コロナの影響で課題が山積する中、専門家派遣事業を知り専門家の意見や助言を今後の経
営に活かそうと前向きな気持ちがわいてきました。専門家の助言は多岐に渡り、今後のために、とても参考に
なるものでした。月々の経営目標や生産目標は決めずに経営しており数値把握しておらず、作業手順書や社員
のスキル把握等やっていないことばかりでした。専門家派遣事業を終えて多くの課題があることを再認識した
ことで、一緒に伴走支援してもらえる人材の必要性を強く感じました。

会社の現状の見える化、社内全体への共有

専門家派遣を終えて、まだまだ改善の余地があることが身に染みて分かりました。経営、生産性向上、人材獲得、
人材育成、職場の環境改善、新商品開発、限られた時間で全てを理解し、実践することは簡単ではなかったで
すが、当社の成長の為にも、まだまだ助言をいただきたいという強い想いから、専門家として指導して頂きま
した長野氏に兼業として当社に携わって欲しいとお願いしました。「良い会社にする為には社員を幸せにしな
ければならない」と理解した上で、当社の現状を社員に説明し、全員で問題点を協議するとともに、社員全員
との面談で要望や意見を把握しました。

会社の従業員全員で共有した問題点を全員で解決

月初めに全社員が長野氏とミーティングを行うようにしました。その中で先月の生産目標に対する結果、今月の
生産目標を共有するようにしました。また、仕事のながれや手順をマニュアル化し、グループの生産数量を見え
る化、管理することで、個人差のあった生産数量も差が小さくなり、目標を達成できるようになってきました。
また社員の話し合いによる労働環境、働きがいのある会社を目指しています。長野氏からは、まだまだ改善でき
るところがある「宝の山だ」と言われており、さて次は何に取り掛かろうかと前向きな気持ちになり、社員全員
で当社の成長を目指します。

社長の気づきと全員参加の経営スタイル

立山 貴幸

有限会社立山商店89 鹿児島県

氏


